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Abstract

ln this paper,an experirnental study on rejection of the fog、vhich is poluted by accid,alkali,

salt,and verious organic materials,is discribe

1.は じ め に

我々は, これまで,やませ霧を解消する目的
で静電式霧消去ネットを考案し,装置パラメー

タの最適化を行 うと共に,野外霧消去実験を

行って来た
ll~0。 本研究では, この静電式ネッ

トを用いて,工場排煙中の霧状汚染物質を回収

する基礎実験を行ない,良好な結果を得たので

報告する。

2.実験用小型静電ネットの試作

Fig,1は ,試作した小型静電式ネットの構造
である。高圧細線付近でコロナ放電を起 こさ

せ,帯電した霧粒子を負荷金網ネットに吸引し

て水滴にして回収する。フレームは木材で作

り,両側に絶縁した細い金属板を取 りつ lす , こ

れ に 0.2mmφ の ス テ ン レス細 線 を 20 mm

ピッチで水平に張 り,コ ロナ放電用電極とした。

フレームの外側には, ステンレスメッシュを

張 り,マ イナス極とした。高圧線と負極との間

隔は 20 mmで ある。これらのパラメータの最
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適化は前回の報告0で述べた通りである。写真

1は試作装置の外観である。

3.汚染霧の回収実験

31 実験方法

Fig.2に示すように,超音波霧発生装置から

各種不純物を含んだ霧を発生させ,それを静電

式ネットで液化して,受け皿に回収し,化学分

析を行なった。

室内実験なので,環境を汚さないような比較

的安全な不純物を用いて実験を行った。溶媒に

は水とアルコールを用いた。

実験に用いる不純物には,次のような性質が

必要である。

1. 水溶性である事

これは,不純物を水溶液として,超音波で霧
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Fig.1 試作した静電ネットの構造
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